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ま え が き 

 

雇用や職業に関する課題は数多い。以前に比べ若者を巡る良好な雇用機会は減少している

と言われているが、中小企業では必要な人材が確保できないところがあり、業界によっては

慢性的な人手不足の分野も生じている。建設業界を見ると、これまで就業者が減少してきた

が、震災からの復興需要に加え、社会インフラの維持、東京五輪関連の建設が見込まれるこ

とから、人材不足が問題になっている。経済のグローバル化により、海外から製品やサービ

スがもたらされ、一部事業者は海外に拠点を移す等、減少する仕事がある一方、増加する仕

事もあり、新たな人材、新たな能力も求められている。

このような現状において、職業の世界を的確に把握できれば、様々な問題の解決に繋がる

ということが本研究の基本的な立場である。

当機構では職業の世界の状況について、これまでも調査研究を行い、結果を公表してきた

が、今回は、個々の職業のリアルタイムの現状と職業の世界の変化に注目し、勤続状況、収

入、時間等の労働条件、就業・雇用形態の他、仕事での自律性、対人関係、キャリアアップ、

いわゆるコンピテンシー的な要素を含めた必要な能力・行動、生活面への影響等、これまで

就業者から体系的に情報収集してこなかった側面を含め、就業者Web調査により広範に情報

収集し、分析することとした。

これらの調査、分析結果をもとに、さらにデータを積み重ねることで、より多面的で信頼

性のある職業情報の提供が可能となり、学生、生徒や教育機関、就職支援機関の的確な指針

となること、また、職業の世界やその変化に関する知見が蓄積され、各種施策に貢献できる

ことを念願している。
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